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愛知県印刷工業組合

富良野の夏まぢか
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巻頭言

　「オギャア」と生まれた日から赤ちゃん役が
始まり、小学生、中学生、高校生、大学生、就
職して社会人となり、恋をして結婚をして親と
なり、年寄りになり…。道に違いはあれど誰も
がそれぞれの道を作り、作られるのが人生です。
　性善説も性悪説も同じようなものだと思う時
があるんです。所謂、善人も悪人もこの長い地
球の歴史、各国における文化の違いから思えば
その差は如何程のものでしょうか。「近頃の若
い者は…」言ってる貴方が通った道です。「ス
ローで口やかましい年寄り…」貴方がいずれ通
る道です。偉人も凡人も五十歩百歩です。しか
しながら、それぞれが果たすべき役割をどのよ
うに演じ切ることが出来たか？
　「人生ドラマ論」と唱えた先人がいます。お
母さんのおなかにいる時からドラマは始まるの
です。学生の本分は勉強ですが、それだけでは
ないことを皆さんは、よくご存知です。夫々の
時代の役柄には成長の為の秘密がたくさんあり、
それは立場を理解して頑張った者だけが知る権
利を得るのです。
　今、我々を取り巻く環境は「考える者」「や
る気のある者」「行動するもの」にとって
「チャンス！」だと思います。印刷組合はそん

な気持ちを持ち努力し、学ぶ仲間達に指針とな
るべき情報を数多く提供して組合員の皆さんに
とって役立つような組織・団体としてともに頑
張って参りたいと存じます。
 新入社員の貴方！君の新鮮な目線や発想は新
しいものを作る最高の人材です。中堅、ベテラ
ンの貴方！経験は会社の宝であり、時に弊害で
もあります。幹部の貴方！昨日までの貴方のま
までいいんでしょうか？この文章を書きながら
自分自身に同じことを問い掛けてみました。30
点くらいはあるかも知れません？いやいやどう
見てもそれ以下だ！私を知る多くの皆さんの声
が押し寄せて来ました（汗）反省とともに、誰
でも主役になれると信じてこの時代を生き抜き、
演じ切り、そのラストシーンまで一緒に頑張っ
ていきましょう。
　最後に…組合には情報や材料はたくさんあり
ます。皆さんにお願いをすることもありますが、
結果として組合員の皆様にとってお役に立つこ
とをお願いするのであることをご理解頂くとと
もに、その情報や材料を積極的に活用して頂き、
会社・社員にとって有用な、有益なものにして
戴きたいと心から願い巻頭言とさせていただき
ます。

「この時代を生きる仲間へ」
　～一人一人が主役～

副理事長　鈴木　正
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　中部地区印刷協議会（四橋英児会長、以下・中部地
区協）の平成24年度上期会議（三重県会議）が、６月
15日三重県四日市市の四日市都ホテルにおいて開催さ
れました。
　上期会議は、全体会議（前半）、分科会（経営革新・
マーケティング、環境、組織・共済、教育・労務、取
引公正化、理事長会）、全体会議（後半）、交流会の４

部で構成され、全日本印刷工業組合連合会（以下、全
印工連）から事業計画、実施事業の報告、各分科会で
は熱のこもった意見交換が行われました。
　なお、愛知県印刷工業組合（以下、愛印工）からは、
木野瀬吉孝理事長（来賓の全印工連副会長として出席）、
細井俊男、鳥原久資、岡田邦義、鈴木正の４副理事長
と加藤修専務理事はじめ９名の理事が出席しました。

　■愛知、岐阜、三重、富山、石川各県から参加
　上期会議の全体会議における司会は、中部地区協
加藤事務局長（愛印工専務理事）が努めました。
　冒頭、開催県を代表して三重県印刷工業組合水
谷勝也理事長が開催挨拶を行いました。続いて、四
橋会長が挨拶に立ち、出席者に謝意を表した後、地
区協の開催に触れ、「年２回開かれる地区協です
が、その開催方法にはいろいろなご意見があると思
います。地区協は、本末転倒にならないよう継続し
ていくことが大事です。これからも、質実剛健を旨
とし、大勢の皆さんに参加していただける地区協で
ありたいと願っています」と開催の意義を強調しま
した。また、全印工連の役員人事に触れ、「全印工
連もこの春に役員が一新し、新会長に島村博之新会
長が誕生しました。54歳と非常に若い方です。若い
パワーで、私共を引っ張って行ってくれるものと確
信しております」と期待を表明しました。
　さらに、四橋会長は業界の状況に触れ、「私共の
業界もいまだに大変厳しい状況が続いています。大
阪の校正会社で発生した胆管がんの話に代表される
ように暗い話題もでております。こうした時にこそ

大事なことは、常日頃申しあげていることですが、
“入るを量りて出ずるを為す”、つまり、入ってく
る収入に合わせて、支出を考えれば、絶対におかし
なことにはなりません。こうした厳しい時代は、少
し設備投資を控えめにするとか、借金を少しでも返
すとか、バランスをとって健全な経営を心掛けてい
くことが大事だと思います。今日１日が有意義な会
議となることを祈っております」。
　続いて、木野瀬全印工連副会長が挨拶に立ち、午
前中に行われた「“ゼロ”から始める見える化」
セミナーに触れ、「今までいろいろな見える化セミ
ナーを聞きましたが、見える化をやるまでの苦労話
が、これだけ聞けたことはなかったのではないかと
思います。私共も企画制作室、印刷、営業の各部署
の社員が出席し聞かせていただきました。今、私共
はMISを構築してようやくスタートしたところです。
そのスタートの生みの苦しみを味わっているときに、
丁度いい形でその話が聞けたことは本当に幸いでし
た」とした上で、具体的な点に触れ、「先ほど、四
橋会長から“入るを量りて出ずるを為す”との言葉
がありました。MISはまさしくこれに当てはまりま

す。入ってくる金、出ていく金、そこの中でどのよ
うにやるか、ということと同時に、利益のない仕事
はどのように利益を上げるか、あるいは、仕事を断
るのか、いろいろなことを考えないととんでもない
ことになります。愛印工の前の理事長であった髙井
さんの会社ではすでにMISを始めてみえます。私共
も、この苦しい時期に大枚うん千万円を掛けてシス
テムを創りました。これを私共だけで活用するので
はなく、組合員の皆さんに提供しようと話をしてお
ります。システム開発費は無しで、指導はシステム
会社が行います。そうしますと、10分の１ぐらいの
金額でスタートでき、カスタマイズができます。具
体的な点はこれから煮詰めていきますが、昨今、業
界のためにという風潮が芽生えています。私共も
この風潮に併せ、システムの提供をさせていただき
ますので、遠慮なく利用していただきたいと思いま
す」との姿勢を明らかにしました。
　さらに、木野瀬副会長は、「MISでもCSRでも、
何でもやってやろうという姿勢がなければできま
せん。我々は３年後、５年後を予測するのは大変難
しいが、その中でも３年後、５年後をイメージして、
そのイメージした形にしようと思わなかったら絶
対にできません。やる気が大事になります。このこ
とは組合の参加にもいえます。組合は、やる気のあ
る組合員のための組合であると思います。やる気の
ない人を引っ張っていく、やる気のない人に何かを
与えることはできません。私は、やる気のある人の
ための組合活動であり続けたいし、その方たちには、
どのような情報も提供できます。また、そうした体
制で進めていきたい」など、強調しました。
　また、全印工連のCSRに触れ、「全印工連では、
CSR委員会を立ち上げました。認定制度、ライセン
スを与えるような形に持って行きたいという方針で
す。これはまだ我々自身も正確なところは見えてお
りません。しかし、これから我々の業界はCSRがメ
イン、キーになる、ということは確かですので、そ
の方針がでたときには、きちんと応えたいと思いま
す」と述べました。最後に、「この地区協は、頭を
使う地区協になることを期待しています」と締めく
くりました。
　全体会議前半は、議案審議から始まり、四橋会長
が議長につき、⑴平成23年度収支決算、⑵平成24年
度予算（案）を審議。加藤事務局長から説明が行わ
れた後、一括審議され２議案とも拍手を持って承認
されました。
　次いで、全印工連事業概要説明に入り、生井義三

全印工連専務理事が行いました。（事業計画／基本
方針、実施事業については別項参照）
　休憩をはさみ、分科会・理事長会報告に移り、各
委員会で活発な討議が行われました。
　「経営革新・マーケティング分科会」は、出村明
（石川県工組副理事長）委員長のもと11名が参加。
愛印工組から細井俊男副理事長、鬼頭則夫、木村吉
伸、伊藤公一、岡戸裕明の各理事が出席。
　「環境分科会」は、土居弘人（三重県工組副理事
長）委員長のもと８名が参加。愛印工組から鳥原久
資副理事長が出席。
　「組織・共済分科会」は、須垣貴雄（富山県工組
理事）委員長のもと12名が参加。愛印工組から鈴木
正副理事長、岩瀬清理事が出席。
　「教育・労務分科会」は、松岡裕司（愛印工組理
事）委員長のもと12名が参加。愛印工組から岡田邦
義副理事長、酒井良輔、磯貝健の各理事が出席。
　「取引公正化分科会」は、鈴木岳志（岐阜県工組
理事）委員長のもと６名が参加。愛印工組から吉川
正敏、森俊一郎理事が参加。
　「理事長会」は、地区協会長以下、各県の理事長
が参加。愛印工組から加藤修専務理事が出席。
　休憩をはさみ、全体会議後半に移り、各分科会の
委員長による分科会報告、永野博信石川県工組理事
長による理事長会報告が行われました。その後、意
見交換などが行われた、細井愛印工組副理事長の閉
会の辞で、平成24年度上期会議（三重県会議）を終
了しました。
　交流会は、三浦義秀三重県工組専務理事の司会で
始まり、四橋会長の「長時間お疲れ様でした」との
労いの言葉に続き、塚本征也三重県工組前理事長に
感謝状が贈呈されました。その後、木野瀬全印工連
副会長の乾杯の発声で交流会に入り、情報交換と親
睦の一時を過ごす中、東澤光明富山県工組理事長の
中締めで終了しました。
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はなく、組合員の皆さんに提供しようと話をしてお
ります。システム開発費は無しで、指導はシステム
会社が行います。そうしますと、10分の１ぐらいの
金額でスタートでき、カスタマイズができます。具
体的な点はこれから煮詰めていきますが、昨今、業
界のためにという風潮が芽生えています。私共も
この風潮に併せ、システムの提供をさせていただき
ますので、遠慮なく利用していただきたいと思いま
す」との姿勢を明らかにしました。
　さらに、木野瀬副会長は、「MISでもCSRでも、
何でもやってやろうという姿勢がなければできま
せん。我々は３年後、５年後を予測するのは大変難
しいが、その中でも３年後、５年後をイメージして、
そのイメージした形にしようと思わなかったら絶
対にできません。やる気が大事になります。このこ
とは組合の参加にもいえます。組合は、やる気のあ
る組合員のための組合であると思います。やる気の
ない人を引っ張っていく、やる気のない人に何かを
与えることはできません。私は、やる気のある人の
ための組合活動であり続けたいし、その方たちには、
どのような情報も提供できます。また、そうした体
制で進めていきたい」など、強調しました。
　また、全印工連のCSRに触れ、「全印工連では、
CSR委員会を立ち上げました。認定制度、ライセン
スを与えるような形に持って行きたいという方針で
す。これはまだ我々自身も正確なところは見えてお
りません。しかし、これから我々の業界はCSRがメ
イン、キーになる、ということは確かですので、そ
の方針がでたときには、きちんと応えたいと思いま
す」と述べました。最後に、「この地区協は、頭を
使う地区協になることを期待しています」と締めく
くりました。
　全体会議前半は、議案審議から始まり、四橋会長
が議長につき、⑴平成23年度収支決算、⑵平成24年
度予算（案）を審議。加藤事務局長から説明が行わ
れた後、一括審議され２議案とも拍手を持って承認
されました。
　次いで、全印工連事業概要説明に入り、生井義三

全印工連専務理事が行いました。（事業計画／基本
方針、実施事業については別項参照）
　休憩をはさみ、分科会・理事長会報告に移り、各
委員会で活発な討議が行われました。
　「経営革新・マーケティング分科会」は、出村明
（石川県工組副理事長）委員長のもと11名が参加。
愛印工組から細井俊男副理事長、鬼頭則夫、木村吉
伸、伊藤公一、岡戸裕明の各理事が出席。
　「環境分科会」は、土居弘人（三重県工組副理事
長）委員長のもと８名が参加。愛印工組から鳥原久
資副理事長が出席。
　「組織・共済分科会」は、須垣貴雄（富山県工組
理事）委員長のもと12名が参加。愛印工組から鈴木
正副理事長、岩瀬清理事が出席。
　「教育・労務分科会」は、松岡裕司（愛印工組理
事）委員長のもと12名が参加。愛印工組から岡田邦
義副理事長、酒井良輔、磯貝健の各理事が出席。
　「取引公正化分科会」は、鈴木岳志（岐阜県工組
理事）委員長のもと６名が参加。愛印工組から吉川
正敏、森俊一郎理事が参加。
　「理事長会」は、地区協会長以下、各県の理事長
が参加。愛印工組から加藤修専務理事が出席。
　休憩をはさみ、全体会議後半に移り、各分科会の
委員長による分科会報告、永野博信石川県工組理事
長による理事長会報告が行われました。その後、意
見交換などが行われた、細井愛印工組副理事長の閉
会の辞で、平成24年度上期会議（三重県会議）を終
了しました。
　交流会は、三浦義秀三重県工組専務理事の司会で
始まり、四橋会長の「長時間お疲れ様でした」との
労いの言葉に続き、塚本征也三重県工組前理事長に
感謝状が贈呈されました。その後、木野瀬全印工連
副会長の乾杯の発声で交流会に入り、情報交換と親
睦の一時を過ごす中、東澤光明富山県工組理事長の
中締めで終了しました。
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四橋中部地区協会長

中部地区印刷協議会全体会議

木野瀬全印工連副会長

●中部地区印刷協議会
平成24年度上期会議（三重県会議）開催
●中部地区印刷協議会
平成24年度上期会議（三重県会議）開催

全体会議・分科会で業界課題と展望を討議
全印工連・基本方針と実施事業
全体会議・分科会で業界課題と展望を討議
全印工連・基本方針と実施事業



　■事業計画基本方針
　中小印刷業界は印刷需要の冷え込みと資材の値上げと
いうダブルパンチで、非常に厳しい経営を強いられてい
る。このような厳しい経済環境の中、全印工連では、連
合会の主要な機能である「連帯」「対外窓口」「共済」
を存分に発揮できる体制を整え、各工組と連携しながら、
やる気のある会社の発展のために役立つ連合会を目指し
て諸事業に取り組んでいく。それが当連合会の存在意義
を高めることに繋がると確信している。
　具体的には、産業戦略デザイン室では、来年（平成25
年度）の全印工連フォーラムに向けて産業ビジョンの策
定に着手する。印刷産業連携推進室は印刷関連業界全体
のネットワーク構築と連携強化に向けた取り組み、MUD
事業は第６回コンペの実施とセミナーを中心に事業展開
をしていく。
　通常委員会では、「経営羅針盤」の一層の浸透、マー
ケット創造の研究、環境対策の積極的な推進、労働関係
法規への対応と啓発、組織運営、共済制度加入キャン
ペーンの展開、広報活動の強化、企業改革のための各種
セミナーの開催と支援、全印工連特別ライセンスプログ
ラム事業の拡充、技能五輪全国大会開催実現に向けた取
り組み、新たに設置するCSR推進専門委員会では、CSR
認定事業の構築に向けた事業展開を進める。さらに、官
公需入札制度改善への取り組み、資機材問題への対応、
事務局機能強化のための業務改善も推し進めていく。
　なお、本年度は９月に北海道札幌市において、「北の
大地から始まる、ソリューション・プロバイダーへの
道」をキャッチフレーズに、「2012全日本印刷文化典北
海道大会」を開催する。
　－実施事業－
　■産業成長戦略のデザイン
　平成25年度全印工連フォーラムでの発表に向けて、産

業ビジョンの策定に着手し、組織構造改善事業、先進モ
デル研究事業、経営構造改善事業の諸事業を推進する。
　⑴産業ビジョンの策定（発表：2013年９月全印工連
フォーラム）、⑵組織構造改善事業、⑶先進モデル研究
事業、⑷経営構造改善事業の策定（M&Aの研究）
　■印刷関連産業との連携強化
　印刷関連業界との連携強化を図り、将来の印刷関連業
界全体の発展に向けた産業基盤の整備を進める。併せて、
資機材情報などをはじめとする各種印刷関連情報の双方
向の受発信を促進することにより、全印工連の対外窓口
機能としての役割を最大限発揮する。
　⑴印刷関連業界全体のネットワーク構築と連携強化、
⑵資機材情報や各種印刷関連情報の受発信、⑶各委員
会との連携ならびに事業推進支援
　■メディア・ユニバーサルデザイン活動の推進
　今年度も引き続き「第６回MUDコンペティション」を
実施し、組合内外へのMUDの周知・PRに努める。また、
斬新なアイデアに溢れ社会への貢献が期待できる作品に
ついては、推進室が製品化の橋渡し役となりメーカーへ
の働きかけを行う。さらに、各地域で開催されるMUD
行事に対しては、啓発パネルなどの貸し出しを行い、連
携・協力体制を強化する。
　⑴「第６回MUDコンペティション」の実施、⑵MUD
セミナーの実施、⑶MUD作品の社会貢献・還元活動（製
品化の橋渡し支援など）、⑷各地域におけるMUD活動と
の連携・協力、⑸MUDガイドライン改訂版作成の検討
　■経営革新・マーケティング事業の研究
　印刷産業を印刷物製造業から問題解決業（ソリュー
ション・プロバイダー）へと変革するため、経営改善に
よる利益創出と新市場創出の循環プロセス確立の基盤作
りを行う。具体的な経営改善の方法としては、印刷産業
経営羅針盤の浸透と研修用ツールを開発する。また、新

市場創出への取り組みとしては、国内外のソリューショ
ン・プロバイダーの事例研究を行い、各企業が戦略立案
するための支援を行う。
　⑴経営イノベーションの研究推進／印刷産業経営羅針
盤を中心とした経営強化の推進、⑵マーケット創造（新
市場創造）の研究／①国内外のソリューション・プロバ
イダーの事例研究、②プリントズームの発行協力、⑶業
界動向調査の推進／印刷業経営動向実態調査の検討およ
び実施
　■環境・労務対策の推進
　日印産連との連携を強化し、省エネルギー対策などの
環境情報の提供、GP（グリーンプリンティング）認定
制度の普及推進、環境関連法令の研究と対応および関
連情報の収集・提供を進めるとともに、複雑化・多様化
する環境ニーズへの対応を図るため、インターネットを
活用したISO14001取得支援事業「環境経営印刷ネット
ワーク」の拡充、「必ず儲かる環境対策セミナー」をは
じめとする環境セミナーの開催支援など、環境改善に向
けた諸事業を展開していく。労務関連では、労働関係法
令の研究と対応および関連情報の収集・提供を行う。
　⑴GP（グリーンプリンティング）認定制度の普及
推進、⑵環境マネージメントシステムの研究と推進－
ISO14001取得支援事業の推進、⑶環境関連情報の収
集・提供－①環境セミナーの企画、開催支援、②日印産
連環境情報の考察・分析・提供、③日印産連環境優良工
場表彰の推進協力、④環境関連法令の施行・改正情報の
提供、⑷地球温暖化対策の情報収集・提供－①カーボン
オフセットの研究および情報提供、②カーボンフットプ
リントの研究および情報提供、③省エネルギー対策など
の情報提供、⑸労働関係法令の研究と対応
　■組織活性化の推進
　魅力ある組合づくりを目指し、各種事業活動への協力
を行う。併せて、生命共済・総合設備共済・医療共済を
中心とした各共済制度の積極的な加入促進を行う。ま
た、全印工連と各工組、組合員企業を結ぶホームページ、
メールマガジンの運用を強化し、即時性の高い情報の提
供を行う。機関誌「日本の印刷」については、制作に係

わる検討を行う。その他、組織関連情報の収集・提供を
行い、全日本印刷産業政治連盟と提携して政策課題への
対応を図る。
　⑴組織運営－①組合加入促進に関する情報収集・提供、
②組合員台帳調査の実施、③全国事務局研修会の開催、
⑵共済制度の推進－①生命共済事業の推進（「全印工連
共済センター」業務の受託および運営協力）、②経退功
共済事業の運営、③災害補償・総合設備・医療共済事業
の推進、④各共済制度への加入促進キャンペーンの展開、
⑶広報事業－①機関誌「日本の印刷」の制作および見直
しの実施、②メールマガジン配信システムの整備、運用、
③SNSなどの活用および導入の検討
　■教育・研修事業の推進
　前委員会の継承事業として、本年度も“見える化セミ
ナー”による啓発活動を通じて、収益改善を目的とした
企業改革に向けた有益な情報提供を行っていく。また、
制度教育事業の改善・改革については、各工組の協力を
得て制度教育事業を実施しつつ、実施段階で現行の制度
教育の問題点を洗い出し、制度教育の改善・改革に結び
付けていくものとする。さらに、「全印工連特別ライセ
ンスプログラム」事業に関しては、参加企業を対象にテ
クニカルセミナーを企画開催し、同時に、セミナーに参
加することが難しい地方の参加企業に対してWeb視聴を
実施することにより、本事業の満足度を高めるとともに、
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全印工連
平成24年度
事業計画

産業ビジョンの策定、印刷関連業界のネットワーク構築と
連携強化、MUDコンペとセミナーの実施

事業計画を報告する生井全印工連専務理事



　■事業計画基本方針
　中小印刷業界は印刷需要の冷え込みと資材の値上げと
いうダブルパンチで、非常に厳しい経営を強いられてい
る。このような厳しい経済環境の中、全印工連では、連
合会の主要な機能である「連帯」「対外窓口」「共済」
を存分に発揮できる体制を整え、各工組と連携しながら、
やる気のある会社の発展のために役立つ連合会を目指し
て諸事業に取り組んでいく。それが当連合会の存在意義
を高めることに繋がると確信している。
　具体的には、産業戦略デザイン室では、来年（平成25
年度）の全印工連フォーラムに向けて産業ビジョンの策
定に着手する。印刷産業連携推進室は印刷関連業界全体
のネットワーク構築と連携強化に向けた取り組み、MUD
事業は第６回コンペの実施とセミナーを中心に事業展開
をしていく。
　通常委員会では、「経営羅針盤」の一層の浸透、マー
ケット創造の研究、環境対策の積極的な推進、労働関係
法規への対応と啓発、組織運営、共済制度加入キャン
ペーンの展開、広報活動の強化、企業改革のための各種
セミナーの開催と支援、全印工連特別ライセンスプログ
ラム事業の拡充、技能五輪全国大会開催実現に向けた取
り組み、新たに設置するCSR推進専門委員会では、CSR
認定事業の構築に向けた事業展開を進める。さらに、官
公需入札制度改善への取り組み、資機材問題への対応、
事務局機能強化のための業務改善も推し進めていく。
　なお、本年度は９月に北海道札幌市において、「北の
大地から始まる、ソリューション・プロバイダーへの
道」をキャッチフレーズに、「2012全日本印刷文化典北
海道大会」を開催する。
　－実施事業－
　■産業成長戦略のデザイン
　平成25年度全印工連フォーラムでの発表に向けて、産

業ビジョンの策定に着手し、組織構造改善事業、先進モ
デル研究事業、経営構造改善事業の諸事業を推進する。
　⑴産業ビジョンの策定（発表：2013年９月全印工連
フォーラム）、⑵組織構造改善事業、⑶先進モデル研究
事業、⑷経営構造改善事業の策定（M&Aの研究）
　■印刷関連産業との連携強化
　印刷関連業界との連携強化を図り、将来の印刷関連業
界全体の発展に向けた産業基盤の整備を進める。併せて、
資機材情報などをはじめとする各種印刷関連情報の双方
向の受発信を促進することにより、全印工連の対外窓口
機能としての役割を最大限発揮する。
　⑴印刷関連業界全体のネットワーク構築と連携強化、
⑵資機材情報や各種印刷関連情報の受発信、⑶各委員
会との連携ならびに事業推進支援
　■メディア・ユニバーサルデザイン活動の推進
　今年度も引き続き「第６回MUDコンペティション」を
実施し、組合内外へのMUDの周知・PRに努める。また、
斬新なアイデアに溢れ社会への貢献が期待できる作品に
ついては、推進室が製品化の橋渡し役となりメーカーへ
の働きかけを行う。さらに、各地域で開催されるMUD
行事に対しては、啓発パネルなどの貸し出しを行い、連
携・協力体制を強化する。
　⑴「第６回MUDコンペティション」の実施、⑵MUD
セミナーの実施、⑶MUD作品の社会貢献・還元活動（製
品化の橋渡し支援など）、⑷各地域におけるMUD活動と
の連携・協力、⑸MUDガイドライン改訂版作成の検討
　■経営革新・マーケティング事業の研究
　印刷産業を印刷物製造業から問題解決業（ソリュー
ション・プロバイダー）へと変革するため、経営改善に
よる利益創出と新市場創出の循環プロセス確立の基盤作
りを行う。具体的な経営改善の方法としては、印刷産業
経営羅針盤の浸透と研修用ツールを開発する。また、新

市場創出への取り組みとしては、国内外のソリューショ
ン・プロバイダーの事例研究を行い、各企業が戦略立案
するための支援を行う。
　⑴経営イノベーションの研究推進／印刷産業経営羅針
盤を中心とした経営強化の推進、⑵マーケット創造（新
市場創造）の研究／①国内外のソリューション・プロバ
イダーの事例研究、②プリントズームの発行協力、⑶業
界動向調査の推進／印刷業経営動向実態調査の検討およ
び実施
　■環境・労務対策の推進
　日印産連との連携を強化し、省エネルギー対策などの
環境情報の提供、GP（グリーンプリンティング）認定
制度の普及推進、環境関連法令の研究と対応および関
連情報の収集・提供を進めるとともに、複雑化・多様化
する環境ニーズへの対応を図るため、インターネットを
活用したISO14001取得支援事業「環境経営印刷ネット
ワーク」の拡充、「必ず儲かる環境対策セミナー」をは
じめとする環境セミナーの開催支援など、環境改善に向
けた諸事業を展開していく。労務関連では、労働関係法
令の研究と対応および関連情報の収集・提供を行う。
　⑴GP（グリーンプリンティング）認定制度の普及
推進、⑵環境マネージメントシステムの研究と推進－
ISO14001取得支援事業の推進、⑶環境関連情報の収
集・提供－①環境セミナーの企画、開催支援、②日印産
連環境情報の考察・分析・提供、③日印産連環境優良工
場表彰の推進協力、④環境関連法令の施行・改正情報の
提供、⑷地球温暖化対策の情報収集・提供－①カーボン
オフセットの研究および情報提供、②カーボンフットプ
リントの研究および情報提供、③省エネルギー対策など
の情報提供、⑸労働関係法令の研究と対応
　■組織活性化の推進
　魅力ある組合づくりを目指し、各種事業活動への協力
を行う。併せて、生命共済・総合設備共済・医療共済を
中心とした各共済制度の積極的な加入促進を行う。ま
た、全印工連と各工組、組合員企業を結ぶホームページ、
メールマガジンの運用を強化し、即時性の高い情報の提
供を行う。機関誌「日本の印刷」については、制作に係

わる検討を行う。その他、組織関連情報の収集・提供を
行い、全日本印刷産業政治連盟と提携して政策課題への
対応を図る。
　⑴組織運営－①組合加入促進に関する情報収集・提供、
②組合員台帳調査の実施、③全国事務局研修会の開催、
⑵共済制度の推進－①生命共済事業の推進（「全印工連
共済センター」業務の受託および運営協力）、②経退功
共済事業の運営、③災害補償・総合設備・医療共済事業
の推進、④各共済制度への加入促進キャンペーンの展開、
⑶広報事業－①機関誌「日本の印刷」の制作および見直
しの実施、②メールマガジン配信システムの整備、運用、
③SNSなどの活用および導入の検討
　■教育・研修事業の推進
　前委員会の継承事業として、本年度も“見える化セミ
ナー”による啓発活動を通じて、収益改善を目的とした
企業改革に向けた有益な情報提供を行っていく。また、
制度教育事業の改善・改革については、各工組の協力を
得て制度教育事業を実施しつつ、実施段階で現行の制度
教育の問題点を洗い出し、制度教育の改善・改革に結び
付けていくものとする。さらに、「全印工連特別ライセ
ンスプログラム」事業に関しては、参加企業を対象にテ
クニカルセミナーを企画開催し、同時に、セミナーに参
加することが難しい地方の参加企業に対してWeb視聴を
実施することにより、本事業の満足度を高めるとともに、
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全印工連
平成24年度
事業計画

産業ビジョンの策定、印刷関連業界のネットワーク構築と
連携強化、MUDコンペとセミナーの実施

事業計画を報告する生井全印工連専務理事



契約更新・次期参加募集に向けての体制を整えるべく諸
活動を展開する。
　また、関連団体と連携し「技能五輪全国大会（オフ
セット印刷職種）」の開催に向けて活動する。さらに、
「印刷産業連携推進室」との連携事業として、“印刷
Webポ－タル研究会”（仮称）を設置し、研究、関連情
報の収集、企業視察および報告会を行うその他、各工組
とも連携を取りながら本委員会の事業推進および事業の
周知を行うものとする。
　⑴企業改革のための情報の提供－①「“見える化”か
ら始める収益改善」セミナーの企画開催、②「ゼロから
始める“見える化”」セミナーの企画開催、③“印刷ホ
ワイトカラー”の生産性向上に関する研究、⑵制度教育

　去る３月14日に逝去された西川一男氏（西川コ
ミュニケーションズ㈱元会長、愛知県印刷工業組
合元理事長、同顧問）に、叙位（位階・従六位）
が授与された。これは故西川氏が生前、愛知県産
業振興のために尽力した功績が顕著なことが評価
されたもの。
　叙位伝達式は、５月25日午後１時より、愛知県
庁本庁舎３階の知事室で行われ、愛知県の大村秀
章知事から、遺族代表の西川輝男氏（西川コミュ
ニケーションズ㈱社長）に叙位が伝達された。

事業の実施および改善・改革－①印刷営業講座・印刷営
業士認定試験の実施、②管理印刷営業講座・管理印刷営
業認定試験の実施、③営業士、管理印刷営業士フォロー
アップ教育の推進、⑶全印工連特別ライセンスプログラ
ム事業の推進－①テクニカルセミナーの企画開催および
Web視聴の実施、②「特別ライセンスプログラム」認定
制度事業の企画・実施、③第1期参加企業の契約更新お
よび第３期参加募集に向けての体制整備、⑷技能五輪全
国大会の開催に向けた活動推進－関連団体との連携によ
る技能五輪全国大会の開催、⑸「印刷産業連携推進室」
との連携－“印刷Webポータル研究会”（仮称）の設置
および研究、企業視察、報告会の実施、⑹各種教育研修
の企画推進　
　■CSR事業の推進
　現代社会において企業が永続的に成長するためには、
環境、安全、福祉など社会から求められるさまざまな要
請に応えなければならない。特に、地域密着型の中小印
刷業界においては、CSRへの取り組みは避けて通れな
いものであり、今後の企業の経営戦略そのものであると
いえる。この観点から本年度は、企業規模・業態を問わ
ずに取り組みやすい中小印刷企業版のCSR規格を策定
し、認定制度を立ち上げるとともに、その周知啓発を図
り、地域社会に貢献する企業の成長・発展を支援する。
　⑵CSRの普及・啓発の推進－①入門編テキストの制作、
②プロモーションビデオの制作、⑵CSR認定事業の推
進－①CSR認定制度の設計（評点、評価方法の確定、申
請の流れ、申請料、更新など）、②CSR認定制度の推進
（認定募集案内、説明会の開催など）、⑶パブリシティ
活動（環境、CSR系雑誌）、⑷社会貢献事業の研究
　■資機材問題への対応
　用紙価格など動向調査の実施などにより、資機材情報
の収集と提供に努める。また、資機材供給の安定化に向
け、関連団体と連携しながら機動的に適宜対応を図る。
　⑴用紙価格など動向調査の実施、⑵資機材供給安定化
へ向けての対応
　■協議会の開催
　⑴地区印刷協議会、⑵官公需対策全国協議会、⑶全国
印刷メディア協議会、⑷全国青年印刷人協議会

　名古屋而立会（箕浦靖夫会長）
は、５月21日に５月例会を開催
した。例会の冒頭、箕浦会長が挨
拶に立ち、「愛印工報告を行いま

す」と前置きして、５月18日の愛知県印刷工業組合の
総代会で、理事長が髙井昭弘氏から木野瀬吉孝氏に交
代したことを報告。また、「多くの方に入会していただ
きたいので、入会しやすい環境をつくりたいとの思いか
ら、入会希望の意志のある方を前提に、例会を体験して
いただこうという新しい試みを実施しています」と報告
し、例会参加者を紹介した。
　次に５月例会に言及し、講師として愛印工の髙井前理
事長を迎えた理由を次のように述べた。「髙井前理事長
には４年前にも講演していただいています。その際も現
在も、売上高経常利益率５％を目標とするよう主張され
ています。全印工連の『印刷産業経営羅針盤』にもその
主張が盛り込まれています。私はその内容を拝見して、非
常に感銘を受け、講師に髙井前理事長をお迎えしました」。
　この後、髙井前理事長（プリ・テック㈱会長／半田中
央印刷㈱会長／トーヨー印刷㈱社長）が「夢のある会社
に」をテーマに講演した。
　髙井前理事長は経営者の立場から、“社長”を「自分
の夢を自分の意志と責任で追い求めることのできる最
高の立場」と定義付けし、“若棟梁”の位置にあれば、
「自分が属する集団のために何が本当に必要なのか。何
が一番重要なのかを考え、問題解決のために一生懸命努
力すれば、人は必ず好意を持ってくれるし、ついてきて
くれる」と若手経営者の多い而立会会員に説いた。

　さらに「企業は社会的存在ですから、外部に対しても堂々
と説明できるもの、つまり何らかの大義が必要です。企業
の目的が社会のためになると信じられる時、組織は最大
の力を発揮することができます」と経営理念の重要性を
指摘。また、目的としての経営理念と同時に目的達成の
ための目標（利益目標、加工高目標、売上目標、将来の中
期・長期目標、品質目標、環境目標など）が必要と述べ
た上で、「利益目標作成のためには、売上ではなく利益を
まず設定する『利益計画検討表』を必ず作成しなければ
なりません」と強調。そして利益計画検討表の例を示し
ながら、売上高経常利益率５％を達成するための、正し
い価格設定、固定費の削減、変動費の削減などを説明した。
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故西川一男氏に叙位

愛知県の大村秀章知事（右）から西川輝雄氏へ伝達

名古屋而立会例会
髙井昭弘愛印工前理事長が講演

夢のある会社に！
『利益計画検討表』

作成の重要性を強調

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 アドビテクニカルセミナー
ところ ウインクあいち
参加費：購入社（ライセンス購入人数まで無料)
未購入社 5,000円/1人 定員：90名 申込期日：7月13日㈮ 
事業・行事 印刷産業ビジョン
 SMATRIX 2020 解説セミナー
ところ ウインクあいち
参加費：1人2,000円 定員：100名 申込期日：※7月27日㈮
事業・行事 アドビ契約更新　説明会
ところ 名古屋ダイヤビルテック
※対象：第一期契約者案内　近日発信予定（FAX）
事業・行事 印刷業界の新入社員研修会
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ及びウイルあいち　
※開催職務又は教科の内容及び実施日程は組合ホーム
　ページでご確認ください。http://www.ai-in-ko.or.jp
※１講座毎のお申し込みも受け付けております。
※新入社員向けの内容ですがどなた様でも受付させていただきます。
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
ところ 掛川花鳥園・掛川城・城下町ウォーキング
参加費：大人3,500円（中学生以上)  子供2,500円
定員：240名（支部でのバス貸切1台につき105,000円)
事業・行事 第2回ポスターグランプリ
 入賞・入選作品展
ところ 愛知県美術館ギャラリー　展示室Ａ
 ［愛知県芸術文化センター8階］
表彰日：10月21日㈰　10:30から（受付10:00)
申込期日：参加費振込期日も同じです
※入場無料　※最終日は15時まで

7月24日㈫
13:00～
　　17:00

8月 8日㈬
18:30～
　　20:30

8月 28日㈫
15:00～
　　17:00

9月24日㈪
　　～
9月27日㈭

9月30日㈰

10月16日㈫
10:00～
10月21日㈰
15:00～

講演する髙井昭弘氏



契約更新・次期参加募集に向けての体制を整えるべく諸
活動を展開する。
　また、関連団体と連携し「技能五輪全国大会（オフ
セット印刷職種）」の開催に向けて活動する。さらに、
「印刷産業連携推進室」との連携事業として、“印刷
Webポ－タル研究会”（仮称）を設置し、研究、関連情
報の収集、企業視察および報告会を行うその他、各工組
とも連携を取りながら本委員会の事業推進および事業の
周知を行うものとする。
　⑴企業改革のための情報の提供－①「“見える化”か
ら始める収益改善」セミナーの企画開催、②「ゼロから
始める“見える化”」セミナーの企画開催、③“印刷ホ
ワイトカラー”の生産性向上に関する研究、⑵制度教育

　去る３月14日に逝去された西川一男氏（西川コ
ミュニケーションズ㈱元会長、愛知県印刷工業組
合元理事長、同顧問）に、叙位（位階・従六位）
が授与された。これは故西川氏が生前、愛知県産
業振興のために尽力した功績が顕著なことが評価
されたもの。
　叙位伝達式は、５月25日午後１時より、愛知県
庁本庁舎３階の知事室で行われ、愛知県の大村秀
章知事から、遺族代表の西川輝男氏（西川コミュ
ニケーションズ㈱社長）に叙位が伝達された。

事業の実施および改善・改革－①印刷営業講座・印刷営
業士認定試験の実施、②管理印刷営業講座・管理印刷営
業認定試験の実施、③営業士、管理印刷営業士フォロー
アップ教育の推進、⑶全印工連特別ライセンスプログラ
ム事業の推進－①テクニカルセミナーの企画開催および
Web視聴の実施、②「特別ライセンスプログラム」認定
制度事業の企画・実施、③第1期参加企業の契約更新お
よび第３期参加募集に向けての体制整備、⑷技能五輪全
国大会の開催に向けた活動推進－関連団体との連携によ
る技能五輪全国大会の開催、⑸「印刷産業連携推進室」
との連携－“印刷Webポータル研究会”（仮称）の設置
および研究、企業視察、報告会の実施、⑹各種教育研修
の企画推進　
　■CSR事業の推進
　現代社会において企業が永続的に成長するためには、
環境、安全、福祉など社会から求められるさまざまな要
請に応えなければならない。特に、地域密着型の中小印
刷業界においては、CSRへの取り組みは避けて通れな
いものであり、今後の企業の経営戦略そのものであると
いえる。この観点から本年度は、企業規模・業態を問わ
ずに取り組みやすい中小印刷企業版のCSR規格を策定
し、認定制度を立ち上げるとともに、その周知啓発を図
り、地域社会に貢献する企業の成長・発展を支援する。
　⑵CSRの普及・啓発の推進－①入門編テキストの制作、
②プロモーションビデオの制作、⑵CSR認定事業の推
進－①CSR認定制度の設計（評点、評価方法の確定、申
請の流れ、申請料、更新など）、②CSR認定制度の推進
（認定募集案内、説明会の開催など）、⑶パブリシティ
活動（環境、CSR系雑誌）、⑷社会貢献事業の研究
　■資機材問題への対応
　用紙価格など動向調査の実施などにより、資機材情報
の収集と提供に努める。また、資機材供給の安定化に向
け、関連団体と連携しながら機動的に適宜対応を図る。
　⑴用紙価格など動向調査の実施、⑵資機材供給安定化
へ向けての対応
　■協議会の開催
　⑴地区印刷協議会、⑵官公需対策全国協議会、⑶全国
印刷メディア協議会、⑷全国青年印刷人協議会

　名古屋而立会（箕浦靖夫会長）
は、５月21日に５月例会を開催
した。例会の冒頭、箕浦会長が挨
拶に立ち、「愛印工報告を行いま

す」と前置きして、５月18日の愛知県印刷工業組合の
総代会で、理事長が髙井昭弘氏から木野瀬吉孝氏に交
代したことを報告。また、「多くの方に入会していただ
きたいので、入会しやすい環境をつくりたいとの思いか
ら、入会希望の意志のある方を前提に、例会を体験して
いただこうという新しい試みを実施しています」と報告
し、例会参加者を紹介した。
　次に５月例会に言及し、講師として愛印工の髙井前理
事長を迎えた理由を次のように述べた。「髙井前理事長
には４年前にも講演していただいています。その際も現
在も、売上高経常利益率５％を目標とするよう主張され
ています。全印工連の『印刷産業経営羅針盤』にもその
主張が盛り込まれています。私はその内容を拝見して、非
常に感銘を受け、講師に髙井前理事長をお迎えしました」。
　この後、髙井前理事長（プリ・テック㈱会長／半田中
央印刷㈱会長／トーヨー印刷㈱社長）が「夢のある会社
に」をテーマに講演した。
　髙井前理事長は経営者の立場から、“社長”を「自分
の夢を自分の意志と責任で追い求めることのできる最
高の立場」と定義付けし、“若棟梁”の位置にあれば、
「自分が属する集団のために何が本当に必要なのか。何
が一番重要なのかを考え、問題解決のために一生懸命努
力すれば、人は必ず好意を持ってくれるし、ついてきて
くれる」と若手経営者の多い而立会会員に説いた。

　さらに「企業は社会的存在ですから、外部に対しても堂々
と説明できるもの、つまり何らかの大義が必要です。企業
の目的が社会のためになると信じられる時、組織は最大
の力を発揮することができます」と経営理念の重要性を
指摘。また、目的としての経営理念と同時に目的達成の
ための目標（利益目標、加工高目標、売上目標、将来の中
期・長期目標、品質目標、環境目標など）が必要と述べ
た上で、「利益目標作成のためには、売上ではなく利益を
まず設定する『利益計画検討表』を必ず作成しなければ
なりません」と強調。そして利益計画検討表の例を示し
ながら、売上高経常利益率５％を達成するための、正し
い価格設定、固定費の削減、変動費の削減などを説明した。
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故西川一男氏に叙位

愛知県の大村秀章知事（右）から西川輝雄氏へ伝達

名古屋而立会例会
髙井昭弘愛印工前理事長が講演

夢のある会社に！
『利益計画検討表』

作成の重要性を強調

●身近な催し物のお知らせ（愛印工組関係）
開催日時　　　　　　事業・行事、場所、備考

事業・行事 アドビテクニカルセミナー
ところ ウインクあいち
参加費：購入社（ライセンス購入人数まで無料)
未購入社 5,000円/1人 定員：90名 申込期日：7月13日㈮ 
事業・行事 印刷産業ビジョン
 SMATRIX 2020 解説セミナー
ところ ウインクあいち
参加費：1人2,000円 定員：100名 申込期日：※7月27日㈮
事業・行事 アドビ契約更新　説明会
ところ 名古屋ダイヤビルテック
※対象：第一期契約者案内　近日発信予定（FAX）
事業・行事 印刷業界の新入社員研修会
ところ ＭＥＤＩＡＧＥ Ａｉｃｈｉ及びウイルあいち　
※開催職務又は教科の内容及び実施日程は組合ホーム
　ページでご確認ください。http://www.ai-in-ko.or.jp
※１講座毎のお申し込みも受け付けております。
※新入社員向けの内容ですがどなた様でも受付させていただきます。
事業・行事 従業員・家族合同レクリエーション大会
ところ 掛川花鳥園・掛川城・城下町ウォーキング
参加費：大人3,500円（中学生以上)  子供2,500円
定員：240名（支部でのバス貸切1台につき105,000円)
事業・行事 第2回ポスターグランプリ
 入賞・入選作品展
ところ 愛知県美術館ギャラリー　展示室Ａ
 ［愛知県芸術文化センター8階］
表彰日：10月21日㈰　10:30から（受付10:00)
申込期日：参加費振込期日も同じです
※入場無料　※最終日は15時まで

7月24日㈫
13:00～
　　17:00

8月 8日㈬
18:30～
　　20:30

8月 28日㈫
15:00～
　　17:00

9月24日㈪
　　～
9月27日㈭

9月30日㈰

10月16日㈫
10:00～
10月21日㈰
15:00～

講演する髙井昭弘氏



　全日本印刷工業組合連合会・消費
電力削減対策特別委員会から、｢消費
電力削減アクションプラン｣の提案が
ありましたので、以下報告してみま
す。（右欄参照）

　全印工連と北海道工組は、「2012
全日本印刷文化典北海道大会」を９
月21、22の両日札幌市で開催するの
に併せ、５月24日東京のアジュール
竹芝において記者会見を開き、その
概要を発表しました。
　会見には、全印工連から島村博之
会長、生井義三専務理事、北海道工
組から岡部康彦理事長、伊藤克義専
務理事が出席。島村会長は「会長と
なって初めての全国大会となる。印
刷文化典のあるべき姿だと感じたの
が、以前に行なわれた北海道大会に
参加したときであった。同じ北海道
での開催にわくわくしている。景気
が右肩下がりの中でも、崇高な精神
を持ちながら業界へ情報発信を行な
いたい。フォーラムでは、CSRを
テーマに行なう他、全印工連メッ
セージでは、委員会で行なっている
業務内容を詳しく説明しようと考え
ている」と挨拶。また、岡部理事長
は「北海道では15年ぶりの文化典と
なる。記念講演では夕張市長の鈴木
直道氏に講演をお願いしている。お
もしろくて勉強になる話があると期
待している」と述べた。
　日程／９月21日㈮ 14：00記念式
典・全印工連メッセージ、16：30記
念講演「やらなければゼロ！新たな
可能性を創造するまちへ！」講師：
夕張市長鈴木直道氏、18：30記念
パーティー、９月22日㈯全印工連
フォーラム
　場所／札幌パークホテル

《アクションプラン》
１．就業時間を変更して、早番および遅番を設け、常に1/2の台数の稼働とする。
効果：常時動力消費電力が50%となる。
（一例）早番7:00～14:00、遅番14:00～21:00

２．土・日曜日を活用して平日を休業とする。
効果：動力消費電力が分散する。

３．昼休みを平日13:00～16:00の時間の中で１時間とする。その間の空調は、具体
的な削減方法の「空調について」を参照のこと。
効果：動力消費電力が33%削減となる。

４．交代制を採用している場合は、13:00～16:00の時間帯において1時間、印刷機械
を完全にストップする。その間の空調は、具体的な削減方法の「空調について」
を参照のこと。
効果：交代制の場合どこかで停止しないと動力消費電力の削減は出来ない。

５．組合員同士で輪番制を採る（６社を１単位として、各企業と調整して順番に６日
に１日は休日とする）。

６．複数の機械を所有している企業は、ピーク時前後に機械を順番に止める。
※単純に考えると、例えば、４台所有している企業は、12:00～16:00の間、時
間をずらして1台ずつ休止することで25％削減となる。

７．9:00～20:00はＵＶ機を稼働しない。
ＵＶ機は一般の機械に比べて総動力が大きいため、9:00～20:00まではできる限
り稼働せず、夜間に稼働する。

（必須項目です）
８．冷房設定温度は、工場の室温26℃、事務所の室温28℃とする。なお、運転方法な
どは、具体的な削減方法の「空調について」を参照のこと。
※空気を攪拌するサーキュレータを導入すると効果的である。

《具体的な削減方法》
１．空調について（複数の空調設備を有している場合）（必須項目です）
①一斉に電源を入れない（20～30分程度間隔をあける）
※空調を一斉にＯＮにすると消費電力が一気に上昇します。30分程度ずらしなが
ら順番に電源を入れることで、消費電力の平準化がはかれます。
②設定温度を１時間置きに変える（2台の場合、例えば1台目は28℃、２台目は
27℃とし、１時間置きに1台目27℃、2代目は28℃というように、交互に設
定温度を変える）
③昼休みなど、空調をＳＴＯＰするより、その時間内は設定温度を30℃に上げて
連続運転した方が、一時的な消費電力の上昇を防ぐことができます。

２．印刷機械（必須項目です）
①複数の印刷機械を有している場合、一斉に立ち上げない（20～30分程度間隔
をあける）
※印刷機械を一斉にスタートさせると消費電力が一気に上昇します。30分程度ず
らしながら順番に稼働することで、消費電力の平準化がはかれます。
②回転速度を下げる

３．コンプレッサー、エアポンプ（必須項目です）
①圧力設定を下げる。
※下げる際は低圧力の影響による着脱などに注意してください。
②コンプレッサーにつながる、エアシリンダー、弁、ホース等を点検し、破損し
ていたら修理、交換してエア漏れを防ぐ。
③空気フィルターの清掃を頻繁にし、必要に応じて交換する。

４．契約電力の引き下げ
①デマンド監視装置を導入し、契約電力の引き下げを行う。
※契約電力を超えないように注意・自制が働き節電意識が喚起され、定着する効
果があり、節電の有効な手段となります。

５．その他の会社全体で取り組む削減方法
①照明を１／３以上消灯する(使用していないエリアは消灯を徹底する)。
②白熱灯を電球形蛍光ランプやＬＥＤ照明に交換する。
③夏季休業期間を延長する。
④ＮＯ残業デーを設ける。
⑤ＰＣの電源を落とす。
※1時間以上席を離れる場合は、ＰＣの電源を落とす。
⑥エレベータの使用を制限する。
⑦電子ポット、ウォータサーバーの使用を控える。
⑧使用していない電化製品のコンセントは抜いておく。
⑨従業員に対して、家庭での節電の必要性、方法について啓発する。
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　■世界最大規模の印刷産業展
　㈱光文堂では、５月４日～６日の３
日間「drupa2012」の視察を行いまし
たので、「drupa視察レポート」をお届
けします。
　４年に一度開催されるdrupaは、世
界４大機材展の一つに数えられていま
す。４大機材展とは、drupa（ドイツ）、
IPEX（イギリス）、PRINT（アメリ
カ）、IGAS（日本）で行われている機
材展のことですが、出展社数、参加国
数、展示面積、来場者数など、№.１を
誇るのはやはりdrupaです。世界の印
刷関連機器・資材メーカーの技術・製
品開発などは、drupaに合わせたスケ
ジュールを組んでいますので、drupaか
ら発信されてきた情報は、世界の印刷
メディア産業全体に、最も経済的、技
術的影響を及ぼします。いわば、地球
規模の印刷産業イベントといえます。
　第１回開催（1951年）から数えて
15回目を迎えました今回は、世界51
カ国からおよそ1,766社が出展し、会
場の全19ホールを使用、展示スペース
は17万㎡弱です。過去最大規模となっ
た前回のdrupa2008に次ぐ規模とな
り、来場者数は35万人でした。

　出展社は、ドイツ577社、中国239
社、イタリア154社、日本35社となっ
ています。日本からの出展は、海外子
会社からの出展企業は含まれていませ
んが、実際は60社以上あり、出展面積
でいえば、ドイツに次ぐ規模であった
かと思われます。
　■drupa2012のキーワード
　・B2 Digital drupa／枚葉紙タイプ
のデジタル印刷機は、これまでA3サイ
ズがメインでしたが、今回はＢ2サイズ
がメイン。
　・LANDA drupa／今回最も注目さ
れたのは、Indigo社の創業者ベニー・
ランダ氏が率いるランダ・コーポレー
ションの「ナノグラフィ」技術。
　・インクジェットdrupa／商業、出
版、パッケージ（シール・ラベル・厚
紙）用などの分野に対応する機種。
　・パッケージdrupa／アナログ、デジ
タルどちらも軟包装、紙器、シール・
ラベルなどパッケージ分野に対応する
機種。
　・液体トナーdrupa／液体トナーを
使ったデジタル印刷機。
　■B2サイズと新技術
　B2サイズデジタル印刷機を出展した

のは、HP、リョービ・ミヤコシ、コニ
カ、小森、大日本スクリーン、富士フ
イルムなどです。
　今回のdrupaで、唯一の新技術とし
て発表されたのが、ナノインクを使っ
たインクジェットプリンティング技術
（Landa Corporation Nanographic 
Printing Press) です。この技術は、イ
ンクジェットとオフセットを併せ持っ
た技術で、網点の厚みが500nmとい
うオフセット印刷の半分の厚さで、使
用インクを少なく、しかも色域が広い、
摩擦耐性も高いという、いいことずく
めの技術です。
　枚葉、輪転各３機種を発表し、最高
速度の機種は片面13,000枚／時、両
面6,500枚、200m／分。
　販売は、来年以降ということでした。
小森、ハイデル、マンローランドの３
社と提携をしています。
　オフセット印刷機メーカーによるデ
ジタル印刷機の開発は、小森、リョー
ビ、ミヤコシ、ハイデルなどがあり、
小森のデジタル印刷機は、コニカミノ
ルタのOEM出展。ハイデルのデジタル
印刷機は、Linoprintブランドでリコー
のOEM出展。リョービのデジタル印刷
機は、ミヤコシとの共同開発でミヤコ
シブースに出展していました。
　■電子写真式デジタル印刷機
　電子写真式デジタル印刷機の出展は、
　HP、Kodak、XEIKON、コニカミ
ノルタ、XEROX、ハイデルベルグ、ミ
ヤコシなどがあり、印刷方式は、レー
ザー枚葉、輪転とも、粉体トナータイ
プ／液体トナータイプがあります。
　液体トナーでは、粒径が１ミクロン
程度の超微細トナーが実用化されてい
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■全印工連からの
最新情報

｢消費電力削減
アクションプラン｣の提案

2012全日本印刷文化典
北海道大会

drupa2012
視察レポート

全印工連「消費電力削減アクションプラン」の提案

㈱光文堂



　全日本印刷工業組合連合会・消費
電力削減対策特別委員会から、｢消費
電力削減アクションプラン｣の提案が
ありましたので、以下報告してみま
す。（右欄参照）

　全印工連と北海道工組は、「2012
全日本印刷文化典北海道大会」を９
月21、22の両日札幌市で開催するの
に併せ、５月24日東京のアジュール
竹芝において記者会見を開き、その
概要を発表しました。
　会見には、全印工連から島村博之
会長、生井義三専務理事、北海道工
組から岡部康彦理事長、伊藤克義専
務理事が出席。島村会長は「会長と
なって初めての全国大会となる。印
刷文化典のあるべき姿だと感じたの
が、以前に行なわれた北海道大会に
参加したときであった。同じ北海道
での開催にわくわくしている。景気
が右肩下がりの中でも、崇高な精神
を持ちながら業界へ情報発信を行な
いたい。フォーラムでは、CSRを
テーマに行なう他、全印工連メッ
セージでは、委員会で行なっている
業務内容を詳しく説明しようと考え
ている」と挨拶。また、岡部理事長
は「北海道では15年ぶりの文化典と
なる。記念講演では夕張市長の鈴木
直道氏に講演をお願いしている。お
もしろくて勉強になる話があると期
待している」と述べた。
　日程／９月21日㈮ 14：00記念式
典・全印工連メッセージ、16：30記
念講演「やらなければゼロ！新たな
可能性を創造するまちへ！」講師：
夕張市長鈴木直道氏、18：30記念
パーティー、９月22日㈯全印工連
フォーラム
　場所／札幌パークホテル

《アクションプラン》
１．就業時間を変更して、早番および遅番を設け、常に1/2の台数の稼働とする。
効果：常時動力消費電力が50%となる。
（一例）早番7:00～14:00、遅番14:00～21:00

２．土・日曜日を活用して平日を休業とする。
効果：動力消費電力が分散する。

３．昼休みを平日13:00～16:00の時間の中で１時間とする。その間の空調は、具体
的な削減方法の「空調について」を参照のこと。
効果：動力消費電力が33%削減となる。

４．交代制を採用している場合は、13:00～16:00の時間帯において1時間、印刷機械
を完全にストップする。その間の空調は、具体的な削減方法の「空調について」
を参照のこと。
効果：交代制の場合どこかで停止しないと動力消費電力の削減は出来ない。

５．組合員同士で輪番制を採る（６社を１単位として、各企業と調整して順番に６日
に１日は休日とする）。

６．複数の機械を所有している企業は、ピーク時前後に機械を順番に止める。
※単純に考えると、例えば、４台所有している企業は、12:00～16:00の間、時
間をずらして1台ずつ休止することで25％削減となる。

７．9:00～20:00はＵＶ機を稼働しない。
ＵＶ機は一般の機械に比べて総動力が大きいため、9:00～20:00まではできる限
り稼働せず、夜間に稼働する。

（必須項目です）
８．冷房設定温度は、工場の室温26℃、事務所の室温28℃とする。なお、運転方法な
どは、具体的な削減方法の「空調について」を参照のこと。
※空気を攪拌するサーキュレータを導入すると効果的である。

《具体的な削減方法》
１．空調について（複数の空調設備を有している場合）（必須項目です）
①一斉に電源を入れない（20～30分程度間隔をあける）
※空調を一斉にＯＮにすると消費電力が一気に上昇します。30分程度ずらしなが
ら順番に電源を入れることで、消費電力の平準化がはかれます。
②設定温度を１時間置きに変える（2台の場合、例えば1台目は28℃、２台目は
27℃とし、１時間置きに1台目27℃、2代目は28℃というように、交互に設
定温度を変える）
③昼休みなど、空調をＳＴＯＰするより、その時間内は設定温度を30℃に上げて
連続運転した方が、一時的な消費電力の上昇を防ぐことができます。

２．印刷機械（必須項目です）
①複数の印刷機械を有している場合、一斉に立ち上げない（20～30分程度間隔
をあける）
※印刷機械を一斉にスタートさせると消費電力が一気に上昇します。30分程度ず
らしながら順番に稼働することで、消費電力の平準化がはかれます。
②回転速度を下げる

３．コンプレッサー、エアポンプ（必須項目です）
①圧力設定を下げる。
※下げる際は低圧力の影響による着脱などに注意してください。
②コンプレッサーにつながる、エアシリンダー、弁、ホース等を点検し、破損し
ていたら修理、交換してエア漏れを防ぐ。
③空気フィルターの清掃を頻繁にし、必要に応じて交換する。

４．契約電力の引き下げ
①デマンド監視装置を導入し、契約電力の引き下げを行う。
※契約電力を超えないように注意・自制が働き節電意識が喚起され、定着する効
果があり、節電の有効な手段となります。

５．その他の会社全体で取り組む削減方法
①照明を１／３以上消灯する(使用していないエリアは消灯を徹底する)。
②白熱灯を電球形蛍光ランプやＬＥＤ照明に交換する。
③夏季休業期間を延長する。
④ＮＯ残業デーを設ける。
⑤ＰＣの電源を落とす。
※1時間以上席を離れる場合は、ＰＣの電源を落とす。
⑥エレベータの使用を制限する。
⑦電子ポット、ウォータサーバーの使用を控える。
⑧使用していない電化製品のコンセントは抜いておく。
⑨従業員に対して、家庭での節電の必要性、方法について啓発する。
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　■世界最大規模の印刷産業展
　㈱光文堂では、５月４日～６日の３
日間「drupa2012」の視察を行いまし
たので、「drupa視察レポート」をお届
けします。
　４年に一度開催されるdrupaは、世
界４大機材展の一つに数えられていま
す。４大機材展とは、drupa（ドイツ）、
IPEX（イギリス）、PRINT（アメリ
カ）、IGAS（日本）で行われている機
材展のことですが、出展社数、参加国
数、展示面積、来場者数など、№.１を
誇るのはやはりdrupaです。世界の印
刷関連機器・資材メーカーの技術・製
品開発などは、drupaに合わせたスケ
ジュールを組んでいますので、drupaか
ら発信されてきた情報は、世界の印刷
メディア産業全体に、最も経済的、技
術的影響を及ぼします。いわば、地球
規模の印刷産業イベントといえます。
　第１回開催（1951年）から数えて
15回目を迎えました今回は、世界51
カ国からおよそ1,766社が出展し、会
場の全19ホールを使用、展示スペース
は17万㎡弱です。過去最大規模となっ
た前回のdrupa2008に次ぐ規模とな
り、来場者数は35万人でした。

　出展社は、ドイツ577社、中国239
社、イタリア154社、日本35社となっ
ています。日本からの出展は、海外子
会社からの出展企業は含まれていませ
んが、実際は60社以上あり、出展面積
でいえば、ドイツに次ぐ規模であった
かと思われます。
　■drupa2012のキーワード
　・B2 Digital drupa／枚葉紙タイプ
のデジタル印刷機は、これまでA3サイ
ズがメインでしたが、今回はＢ2サイズ
がメイン。
　・LANDA drupa／今回最も注目さ
れたのは、Indigo社の創業者ベニー・
ランダ氏が率いるランダ・コーポレー
ションの「ナノグラフィ」技術。
　・インクジェットdrupa／商業、出
版、パッケージ（シール・ラベル・厚
紙）用などの分野に対応する機種。
　・パッケージdrupa／アナログ、デジ
タルどちらも軟包装、紙器、シール・
ラベルなどパッケージ分野に対応する
機種。
　・液体トナーdrupa／液体トナーを
使ったデジタル印刷機。
　■B2サイズと新技術
　B2サイズデジタル印刷機を出展した

のは、HP、リョービ・ミヤコシ、コニ
カ、小森、大日本スクリーン、富士フ
イルムなどです。
　今回のdrupaで、唯一の新技術とし
て発表されたのが、ナノインクを使っ
たインクジェットプリンティング技術
（Landa Corporation Nanographic 
Printing Press) です。この技術は、イ
ンクジェットとオフセットを併せ持っ
た技術で、網点の厚みが500nmとい
うオフセット印刷の半分の厚さで、使
用インクを少なく、しかも色域が広い、
摩擦耐性も高いという、いいことずく
めの技術です。
　枚葉、輪転各３機種を発表し、最高
速度の機種は片面13,000枚／時、両
面6,500枚、200m／分。
　販売は、来年以降ということでした。
小森、ハイデル、マンローランドの３
社と提携をしています。
　オフセット印刷機メーカーによるデ
ジタル印刷機の開発は、小森、リョー
ビ、ミヤコシ、ハイデルなどがあり、
小森のデジタル印刷機は、コニカミノ
ルタのOEM出展。ハイデルのデジタル
印刷機は、Linoprintブランドでリコー
のOEM出展。リョービのデジタル印刷
機は、ミヤコシとの共同開発でミヤコ
シブースに出展していました。
　■電子写真式デジタル印刷機
　電子写真式デジタル印刷機の出展は、
　HP、Kodak、XEIKON、コニカミ
ノルタ、XEROX、ハイデルベルグ、ミ
ヤコシなどがあり、印刷方式は、レー
ザー枚葉、輪転とも、粉体トナータイ
プ／液体トナータイプがあります。
　液体トナーでは、粒径が１ミクロン
程度の超微細トナーが実用化されてい
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ます。粒径が小さいことで、液体ト
ナーを使った印刷物のトナー層厚（印
刷媒体の上に乗っているトナーの厚
み）は、オフセット印刷の印刷物の
仕上がりに近く感じられます。文字
の品質に関しても粒径の小さい液体ト
ナーで、１ポイントの文字サイズまで
シャープに再現することが可能です。
　技術的には、液体トナーのコント
ロールは難しく、いいことばかりでは
ないようで、開発に時間がかかってい
る感じでした。今回、各メーカーが液
体トナーを発表してくると思っていま
したが、あまり騒がれなかった、と
いうのが印象です。現状では、液体ト
ナーの方がコントロールでき、機械も
頑丈で安定しており安心感があります。
　ミヤコシが持つ電子写真技術にお
ける超微粒子液体トナーは、トナー層
の薄膜化が可能で、光沢を失うことな
く印刷ができるほか、折り加工時の割
れの問題も軽減できるというメリット
があります。さらに、定着までに必要
なエネルギーが少ないこと、圧胴式の
「グリッパー用紙搬送システム」採用
による、オフセット印刷同様の見当精
度が高速化に大きく寄与しています。
　HPの液体インクは、HPエレクト
ロインクと呼ばれます。このテクノロ
ジーは、１ミクロンという小さな印刷
粒子の位置を電気的に制御することに
より、オフセット品質のデジタル印刷

を実現しています。１ミクロンという
と、ドライトナー技術で対応可能なサ
イズよりも小さいサイズになります。
この微小サイズの粒子により、従来の
オフセット印刷と同等レべルの高解像
度、高光沢、鮮明な画像輪郭、極薄の
画像レイヤーが生み出されます。
　■シール・ラベルデジタル印刷機
　XEIKONは、XEIKON3030Plus、
デジタルラベル印刷機XEIKON3000
シリーズの新モデルを発表しました。
　幅330㎜のXEIKON3030Plusは、
LEDアレイ、最高の印刷品質を提供
するためにスポットあたり4ビットで、
1,200dpiの解像度を組み合わせたイ
メージング技術を採用しています。実
質的に無制限の可変長リピートの長さ
と組み合わせて、フル回転式印刷技術
を取り入れ、印刷速度はラベルのサイ
ズや使用色数によって影響されません。
また、共押出フィルム、BOPP、PVC
及びPET、板紙、40～350gsmの用
紙、透明・不透明のPETフィルムを含
むさまざまな素材に対応しています。
　XE IKONは、世界的に有数のデ
ジタル印刷機メーカーで、光文堂
はシール・ラベルデジタル印刷機
「XEIKON3000」シリーズの正規販
売代理店になっています。
　エプソンは、高品質なラベル印
刷が可能な、7色のホワイトイン
クを用いたデジタルラベルプレス

「SurePressL-4033AW」を発表し
ました。
　■検査装置
　Advanced Vision Technolory
（AVT）社は、世界的に有数の検査
装置メーカーです。光文堂とは重要な
パートナーになっています（日本にお
ける正規販売代理店）。ラベル検査装
置のチェックマスターSLやインキコ
ントロールシステムのマイクロカラー
マーキュリーなどを製造しています。
HPのデジタル印刷機に、インライン
で検査装置を接続しデモを行っていま
した。
　■キーワードについて
　冒頭にキーワードを掲げました。そ
の具体的な点について触れてみます。
　B2 Digital drupa／B2サイズのデジ
タル印刷機の登場は、確実にオフセッ
ト印刷のエリアにデジタル印刷機が入
り込んできたことになります。A3サイ
ズの時には、コピー機とあまり変わら
なかったイメージが、B2サイズになっ
たことで、現在の仕事もこなすことが
可能になり、デジタル印刷機を導入す
る動機が増えました。発表程度でした
ら今後１年以内に販売が開始され、世
界中でデジタル印刷機の導入が進むと
考えられます。一方、オフセット印刷
機を展示しているブースの多くで一抹
の寂しさを感じました。今後、さらに
オフセット印刷機の販売が厳しくなる
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のではないかと思わずに入られません
でした。
　LANDA drupa／LANDAは完全に
drupaの中心にいました。新技術を発表
し、メインの印刷機メーカーとの提携
発表などをdrupaに合わせて行い、いつ
販売するのか価格はいくらなのか、何
も発表のない状態であっても、次の時
代の先導役に見えました。ナノインク
を開発したことによって、液体トナー
と粉体トナーどちらという意味がなく
なったような感じです。液体トナーで
さえ１μmで、粉体であればもっと大
きくなります。500nmという通常より
小さいトナーが、オフセット印刷より
綺麗な網点を表現しているのは画期的
ですが、実際の印刷現場でのデモはな
かったことで、どこまで開発されてい
るかは不明でした。
　インクジェットdrupa／インクジェッ
トデジタル印刷は、当たり前という
感じです。商業印刷、出版印刷、パッ
ケージ（シール・ラベル、厚紙）など、
多種多様な対応ができ、前回がインク
ジェットdrupaといわれましたが、今回
も新製品などの発表からすると、同じ
冠を付けてもいいかもしれません。
　パッケージdrupa／軟包装、紙器、
シール・ラベル、パッケージ分野は、
商業印刷と違い刷り物が利益になりま
す。この分野には、各メーカー全てが
力を入れてきています。中でもHPが、

この分野を徹底的に攻めようとしてい
るのは、展示の行ない方で感じ取れま
した。HPは、各メーカーに機械を設置
し、どこでもHPの出力機がみられる状
況を作っていました。
　液体トナーdrupa／液体トナーは、品
質を上げるためにはどうしても必要な
技術ですが、今回のLANDAの登場で、
液体トナーをコントロールする技術を
持っている会社が優位だったのか、あ
まり騒がれていない気がしました。
　■まとめ
　新技術、新製品の動向を知るだけで
なく、市場ニーズがどのようになって
いくのかを知る上でも、国際展示会に
参加する意義は大きく、国内では見る
ことができない反応があります。
　今回のdrupaは、前回の進化系が大
半であり、新技術としてはLANDAの
ナノ技術ぐらいでした。その中で、ワ
イドサイズのデジタル印刷機が目玉で
あったことは間違いないようです。
　今回、LANDAとの提携を発表した
小森、ハイデル、マンローランドに
は、デジタル印刷機の提携先がすでに
あります。小森はコニカ、ハイデルは
リコー、マンローランドはオセ（キャノ
ン）と提携しており、LANDAとの提
携で３社がどのような体制になるのか、
既存の提携先との体制は未発表です。
　いずれにしても、今回のdrupa2012
でデジタル印刷機の普及が進むのは間

違いないと思います。ただ、LANDAが
これからどのように市場をかき回して
いくのか、注意深く見ていく必要があ
ります。
　ハイデル、コダック、マンローラン
ドなど、不安な情報を聞いていたので、
drupaではどのようなスタイルで登場
しているのか、大変興味を持ちました。
ところが、事前の情報とは裏腹に、そ
のような気配は一切感じさせない展示
内容に驚きました。出展面積は大きく、
大勢の人がブースで製品を見ている状
況は、一体あの情報は何であったのか
と思うぐらいでした。
　いま一つ、事前に中国勢の出展社数
や来場者数などを聞いていますと、こ
のdrupaは、中国の勢いが席巻している
のか、との印象を持って視察をしまし
たが、実際には中国勢のブースを見て
いる来場者は思ったより少ない、とい
うのが印象でした。これは、中国出展
社のほとんどが既存技術の機器を安価
に売っているというだけのことで、新
しいことを探しに来ている来場者には、
興味がないようでした。
　倒産したシノハラの印刷機が出展さ
れていました。中国の企業に今年の２
月に買収されたとのことです。設計は
静岡で行っているとのことでしたが、
完全な中国企業となったシノハラが、
再度、日本で展開するのは難しいので
はないかと思いました。中国ブランド
の印刷機は、日本以外の国へ販売する
ものと思われます。
　日本のメーカーの出展者数が少ない
イメージでしたが、実際には日本メー
カーの出展社面積で考えると上位にな
ると思います。海外の子会社が出展申
し込みを行うと、申し込みを行った子
会社の国が登録になるようで、実際の
ところ日本は、drupaでは重要な位置
を占めているように思えました。
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富士フイルムの枚葉デジタル機「Jet Press 720」、
輪転用と紙器向けも発表

小森コーポレーションとコニカミノルタの共同開発の
インクジェット印刷機

ランダの新たなインクジェットプリンティング技術 枚葉印刷機による高付加価値をアピールしたリョービ XEIKONの新型デジタル印刷機
「XEIKON3000シリーズ」

HPのデジタル印刷機にインラインで検査装置を接続
「AVT検査装置」
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クを用いたデジタルラベルプレス

「SurePressL-4033AW」を発表し
ました。
　■検査装置
　Advanced Vision Technolory
（AVT）社は、世界的に有数の検査
装置メーカーです。光文堂とは重要な
パートナーになっています（日本にお
ける正規販売代理店）。ラベル検査装
置のチェックマスターSLやインキコ
ントロールシステムのマイクロカラー
マーキュリーなどを製造しています。
HPのデジタル印刷機に、インライン
で検査装置を接続しデモを行っていま
した。
　■キーワードについて
　冒頭にキーワードを掲げました。そ
の具体的な点について触れてみます。
　B2 Digital drupa／B2サイズのデジ
タル印刷機の登場は、確実にオフセッ
ト印刷のエリアにデジタル印刷機が入
り込んできたことになります。A3サイ
ズの時には、コピー機とあまり変わら
なかったイメージが、B2サイズになっ
たことで、現在の仕事もこなすことが
可能になり、デジタル印刷機を導入す
る動機が増えました。発表程度でした
ら今後１年以内に販売が開始され、世
界中でデジタル印刷機の導入が進むと
考えられます。一方、オフセット印刷
機を展示しているブースの多くで一抹
の寂しさを感じました。今後、さらに
オフセット印刷機の販売が厳しくなる
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のではないかと思わずに入られません
でした。
　LANDA drupa／LANDAは完全に
drupaの中心にいました。新技術を発表
し、メインの印刷機メーカーとの提携
発表などをdrupaに合わせて行い、いつ
販売するのか価格はいくらなのか、何
も発表のない状態であっても、次の時
代の先導役に見えました。ナノインク
を開発したことによって、液体トナー
と粉体トナーどちらという意味がなく
なったような感じです。液体トナーで
さえ１μmで、粉体であればもっと大
きくなります。500nmという通常より
小さいトナーが、オフセット印刷より
綺麗な網点を表現しているのは画期的
ですが、実際の印刷現場でのデモはな
かったことで、どこまで開発されてい
るかは不明でした。
　インクジェットdrupa／インクジェッ
トデジタル印刷は、当たり前という
感じです。商業印刷、出版印刷、パッ
ケージ（シール・ラベル、厚紙）など、
多種多様な対応ができ、前回がインク
ジェットdrupaといわれましたが、今回
も新製品などの発表からすると、同じ
冠を付けてもいいかもしれません。
　パッケージdrupa／軟包装、紙器、
シール・ラベル、パッケージ分野は、
商業印刷と違い刷り物が利益になりま
す。この分野には、各メーカー全てが
力を入れてきています。中でもHPが、

この分野を徹底的に攻めようとしてい
るのは、展示の行ない方で感じ取れま
した。HPは、各メーカーに機械を設置
し、どこでもHPの出力機がみられる状
況を作っていました。
　液体トナーdrupa／液体トナーは、品
質を上げるためにはどうしても必要な
技術ですが、今回のLANDAの登場で、
液体トナーをコントロールする技術を
持っている会社が優位だったのか、あ
まり騒がれていない気がしました。
　■まとめ
　新技術、新製品の動向を知るだけで
なく、市場ニーズがどのようになって
いくのかを知る上でも、国際展示会に
参加する意義は大きく、国内では見る
ことができない反応があります。
　今回のdrupaは、前回の進化系が大
半であり、新技術としてはLANDAの
ナノ技術ぐらいでした。その中で、ワ
イドサイズのデジタル印刷機が目玉で
あったことは間違いないようです。
　今回、LANDAとの提携を発表した
小森、ハイデル、マンローランドに
は、デジタル印刷機の提携先がすでに
あります。小森はコニカ、ハイデルは
リコー、マンローランドはオセ（キャノ
ン）と提携しており、LANDAとの提
携で３社がどのような体制になるのか、
既存の提携先との体制は未発表です。
　いずれにしても、今回のdrupa2012
でデジタル印刷機の普及が進むのは間

違いないと思います。ただ、LANDAが
これからどのように市場をかき回して
いくのか、注意深く見ていく必要があ
ります。
　ハイデル、コダック、マンローラン
ドなど、不安な情報を聞いていたので、
drupaではどのようなスタイルで登場
しているのか、大変興味を持ちました。
ところが、事前の情報とは裏腹に、そ
のような気配は一切感じさせない展示
内容に驚きました。出展面積は大きく、
大勢の人がブースで製品を見ている状
況は、一体あの情報は何であったのか
と思うぐらいでした。
　いま一つ、事前に中国勢の出展社数
や来場者数などを聞いていますと、こ
のdrupaは、中国の勢いが席巻している
のか、との印象を持って視察をしまし
たが、実際には中国勢のブースを見て
いる来場者は思ったより少ない、とい
うのが印象でした。これは、中国出展
社のほとんどが既存技術の機器を安価
に売っているというだけのことで、新
しいことを探しに来ている来場者には、
興味がないようでした。
　倒産したシノハラの印刷機が出展さ
れていました。中国の企業に今年の２
月に買収されたとのことです。設計は
静岡で行っているとのことでしたが、
完全な中国企業となったシノハラが、
再度、日本で展開するのは難しいので
はないかと思いました。中国ブランド
の印刷機は、日本以外の国へ販売する
ものと思われます。
　日本のメーカーの出展者数が少ない
イメージでしたが、実際には日本メー
カーの出展社面積で考えると上位にな
ると思います。海外の子会社が出展申
し込みを行うと、申し込みを行った子
会社の国が登録になるようで、実際の
ところ日本は、drupaでは重要な位置
を占めているように思えました。
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富士フイルムの枚葉デジタル機「Jet Press 720」、
輪転用と紙器向けも発表

小森コーポレーションとコニカミノルタの共同開発の
インクジェット印刷機

ランダの新たなインクジェットプリンティング技術 枚葉印刷機による高付加価値をアピールしたリョービ XEIKONの新型デジタル印刷機
「XEIKON3000シリーズ」

HPのデジタル印刷機にインラインで検査装置を接続
「AVT検査装置」
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　㈳日本印刷産業連合会（足立直樹会長）は、印刷会社従業員の労働環境を

さらに改善し、「化学物質による健康障害防止対策の取り組み」の強化を図

るため、新たに「労働衛生協議会」を設立することを機関決定した。

　日印産連では、校正印刷会社従業員の胆管ガン発生問題の報道があったあ

と、予防的観点から会員団体、会員企業に対し健康障害防止対策を周知し、

実態調査を実施してきた。今般、さらに印刷業界をあげてこれに対応するた

め、学識経験者、労働安全専門家、印刷関連業界団体代表、印刷資材団体・

メーカーで構成する「労働衛生協議会」を設立し、印刷業界全体の「化学物

質による健康障害防止対策の取り組み」の強化を図っていく。

　この「労働衛生協議会」では、印刷関連各事業所単位での健康障害防止策

の再確認と実施の徹底を目的として、労働安全衛生法などの遵法指導並びに

化学物質取り扱いに関する周知徹底などを行なうため、説明会の開催、周知

パンフレットの作成・配布を行なうとともに、行政機関・関係機関との連携

を図りつつ、印刷会社従業員や社会の皆様に対する情報提供を行なう。第１

回協議会は７月上旬に開催し、今後のスケジュールなど詳細を決定していく。

　■drupa2012の話題
　桜井がドルッパ組織委員から記念品

　㈱桜井グラフィックシステムズは、５月
にドイツで開催された「drupa2012｣に
おいて、drupa12回（50年間）連続出展
に対して、ドルッパ組織委員会から感
謝の意が表され、記念品が贈呈された。 
　同社は、1962年に初めて出展して
以来、今回が50年目にあたり、この間
連続して12回の出展を果たしてきた。
メッセデュッセルドルフの会長ウェル

た、回答した企業に対しては、後日、
調査結果の概要として「集計結果ダイ
ジェット版」を送呈する、としている。

　訃　報

　総合ビジネス㈱安藤鍈一氏は５月27
日逝去された。享年76歳。通夜は5月29
日、告別式は5月30日名古屋市千種区の
「吹上愛昇殿」において執り行われた。
ご冥福をお祈りいたします。

■紫陽花の花が盛りの入梅に、台風が
きたのには驚かされました。本格的な
台風シーズンまでに何個日本を襲うの
か今から心配です。■中部地区印刷協
議会（三重県会議）が開かれましたの
で、その詳細を掲載しました。新しい
事業も報告されていますので、期待し
たいものです。分科会報告は次号に掲
載予定をしております。■愛知県より、
メンタルヘルス対策取組支援事業を受
託しました。 詳細は次号（８月号）で
ご案内しますので、ご協力をよろしく
お願いいたします。  

ナー・ドーンシャイト氏が桜井のブー
スを訪れ、感謝の意を伝え、記念品
（写真入特製ワイン）を贈呈した。桜
井美国会長は「変遷が激しい当業界に
おいて中規模企業である弊社がこのよ
うな国際展示会に絶え間なく足跡を刻
んでくることができたのは、皆様のご
支援の賜物であり、感謝を申しあげる
とともに、日本の印刷機メーカーとし
て誇りに思える快挙であると自負して
おります」とコメントしている。

－ 22 － － 3 －

事務局だより

■印刷業界の化学物質による健康障害防止対策の実施

日印産連内に「労働衛生協議会」の設置を決定

■「積算資料　印刷料金」刊行にあ
たり印刷物制作費の見積りに関する
調査実施協力のお願い

　一般財団法人経済調査会では、毎年
「積算資料　印刷料金」を制作・出版
している。この度、2013年版（2013
年２月発行）の刊行にあたり、印刷市
場の最新市場動向を把握すべき、印刷
物制作費の見積りに関するアンケート
調査を依頼している。
　このアンケートは、愛印工組の組
会員の中から任意に選定した企業に行
なっているもので、調査資料は6月27
日付けで配布されている。アンケート
が届いたら是非協力をお願い致します。
　なお、経済調査会では、返送された
個々の調査票および見積書書式は、内
部資料として当会が責任を持って取り
扱い、外部には一切公表はしない。ま

記念品を手にする桜井会長
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